






































う権利でもある」（バーバ 2009 : 6−7）。「ナラティヴの権利」というと，言語
的行為のことを想起してしまうが，バーバのいうそれはそれだけにとどまらな
い。それは単に言語的行為のみならず「ドキッとするようなカメラ・アングル
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